
例会報告
●第2203回例会　平成29年12月20日（水）晴
●12月は疾病予防と治療月間
●ロータリーソング　　四つのテスト

●出席報告　　会員　　　名中　　出席68名

　　　　　　　出席率75.56％　修正出席率79.49％
（12月６日分）

●ビジター紹介　鈴木淑久君（名古屋瑞穂ＲＣ）
●ゲスト紹介
　ゲストスピーカー
　　熱田神宮　権宮司　大原和生氏（名古屋南ＲＣ）
●ニコボックス
　「卓話のお返し」　　　大原和生氏（名古屋南ＲＣ）
　「本日の卓話は熱田神宮の権宮司の大原和生さんをお
迎えしています。師走のお忙しい中、ありがとうござ
います。」　　　　　　　　　　　　　　田正道君

　「長年に渡り大変有意義な楽しいクラブライフを過ごさ
せて頂きました。この度、一身上の都合により退会さ
せて頂きます。長年の友情に厚く御礼申し上げますと
共に名古屋和合ＲＣがますます発展されることを祈念
致します。」　　　　　　　　　　　　安井隆豊君

　「ファニチャードーム本店で山原茂光君にお買物ありが
とうございました。」　　　　　　　　　安井隆豊君

　「職業奉仕でロータリーにも仲々出席出来ず本年度は申
し訳ありませんがふるさととしての和合ロータリーは大
切なものの一つだと実感しています。」谷　喜久郎君

　「南アフリカ視察に加治佐社長と滞同しました。昼夜
お酒の相手に苦労しました。ケープタウン、喜望峰、
感動の連続でした。加治佐社長ありがとう！」　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　田中正次君

　「12月５日から９日間、南アフリカに中経連の視察に参
加しました。喜望峰の風の強さは田中正次さんと感動
しました。」　　　　　　　　　　　加治佐健二君

　「小南先生、先日は家内がお世話をかけました。あり
がとうございました。」　　　　　　　　　田正道君

　「今年一年お疲れさまでした。来年、また元気にお会
いしましょう。」
加藤一郎会長、福田哲三幹事、小南速雄君
石川一郎君、松原忠久君、南　喜幸君
坂倉弘康君、横井辰幸君、本多國泰君
桑山卓也君、野崎敏夫君、田尻幹夫君
國分孝雄君、槇野智之君、林　　司君

夏目　稔君、平木聖三君、亀井敏勝君
安井隆豊君、岩田玄知君、増田靖憲君
田中知克君、佐橋嘉彦君、天野俶明君
　田正道君、梶田浩太郎君、二村伝治君
山村博伸君、久保哲政君、小林利之君
石川雅道君、間地　寛君、小池康資君
宮崎卓也君、内間三好君、上野山　進君
近藤東臣君、山原茂光君、伊藤勝康君
加藤智弘君、佐藤公俊君、稲川　久君
相羽繁生君、久保和彦君、山田和弘君
山本文彦君、冨島照男君、伊藤尚貴君
小松佳史君、宮下幸二郎君
本日のニコボックス　　　 9件  　146,000円
　累　　　　　計　　　 131件　1,100,000円

福田哲三幹事報告
▽当クラブ行事予定
　・12月20日（水）　本日例会終了後、理事会を開催

致します。
※理事及び役員のご出席をお願い致します。

　・12月27日（水）　規定休日のため、休会です。
　平成 30 年
　・１月３日（水）　お正月三ヶ日のため、休会です。
　・１月10日（水）　通常例会です。
　・１月17日（水）　新春夜間例会です。時間は 18

時〜です。場所はウェスティン
ナゴヤキャッスルです。

※お昼の例会はございません。

加藤一郎会長挨拶
　今期は今日で半分を経過いたしました。多くの事業を
開催し、よい結果を出すことができました。これもひと
えに、担当された委員長をはじめとした委員会の皆さん
や、ご参加いただきました会員のみなさん、ご家族の
皆さんのおかげだと感謝いたしております。ありがとう
ございました。残りの半年もよろしくお願いいたします。
　ここで、残念なお知らせがございます。当、名古屋
和合ロータリークラブを永年にわたって支えていただき
ました、上村晋也さんと安井隆豊さんが退会されること
になりました。ぎりぎりまでお引き留めさせていただきま
したが、ご本人の退会の意志が固く、覆すことができ
ず今回の結果となりました。御両名のご活躍は皆さんご
存じのとおりです。あらためて厚く御礼を申し上げます。
ありがとうございました。

卓　話
熱田神宮とその周辺のポイント

熱田神宮　権宮司　大　原　和　生
１、熱田神宮

・12第景行天皇　日本武尊　西
征　東征征伐　倭姫　劒　火
打袋　駿河国　草薙　向え火
　草薙神剣

・宮簀媛命　伊吹山　逝去　・
日 本 書 紀 　 景 行 天 皇 4 3 年
（113）

　熱田に奉安
２、熱田、白鳥、宮の名称

熱田・景行天皇43年　日本書紀
　7つの姓を以て熱田の社
に奉仕する　　　

　　・和妙類聚抄　平安時代930
年　愛智郡厚田郷

白鳥・日本武尊逝去　白い大きな鳥　・白鳥山法持寺　
天長年間825

　　　弘法大師空海　地蔵菩薩　・伝教大師最澄　龍泉
寺元和2年（1616）七里の渡しができるまで白鳥
湊　以降熱田港　・明治40.10.24　名古屋港

宮　・海道記　貞応2年1223　・東関紀行　
　　・十六夜日記　藤原定家　子　為家　側室　阿仏尼

３、東海道の宿駅制
・慶長6年　1601　・徳川家康　・宿駅　・東海道53次
・57次　大坂高麗橋　元和5年　1619
・旅籠　248軒　2番桑名120軒　中山道69
・人口　1万人以上　天保14年1843　宮41　府中19　大

津53
・日本橋、京三条大橋　・1次　品川（東海道）　板橋

（中山道69次）
・本陣、脇本陣　赤（南部家）　白（森田家）　脇（小

出家）
赤　蓬莱軒陣屋南　東向き　敷地340坪　37部屋
白　裁断橋西　北向き　180坪　20部屋

（熱田伝馬町東　国道1号線　名鉄知多線の高架下
あたり）

脇　その西　北向き　120坪　17部屋
・緊急時　赤　白鳥山法持寺　白　亀足山正覚寺
・旅籠　大　間口　5間　9ｍ・中　4間7.2ｍ・小　3間

5.4ｍ
・所在範囲　裁断橋から県警自動車警ら隊
　　　　　　南に宮の渡し1200ｍ両側
　　　　　　北に下知我麻神社、佐屋街道から伊勢、京
　　　　　　佐屋街道から美濃街道、中山道
・参勤交代　毎年、2〜3年　6〜8年　江戸中期　81国
　　　　　　40国
　　　　　　ほぼ熱田から西は宿泊
・最大宿泊数　8代将軍吉宗の生母、淨円院　1万3千人
　　　　　　　宿泊場所　旅籠以外に寺
・距離　　日本橋、京三条大橋、500ｋｍ　
・公家、大名13日間　1日40ｋｍ　馬、籠を利用
　中には、食器類、風呂桶持参の大名
・一般　14〜5日　徒歩　1日35ｋｍ

４、地域の大工
・岡部又右衛門　安土桃山城　熱田神宮の門（戦前の国

宝）
　日本総天守棟梁　家屋、渡し船等の製作

５、木曽材
・木曽ひのきの集結　桑名港

６、堀川開削
・名古屋城築城に際して開削　慶長15年1610　6.1〜
　慶長16年1611　6.1　　6.6〜9.30　1年3ケ月
　延長6.3㎞　幅63〜87ｍ　水深1.8ｍ　1日8千〜1万人
・貯木場完成　　福島正則左衛門大夫　太夫堀

７、名古屋城
・ほぼ完成　慶長17年1612　清州から名古屋へ（名古屋

越し）
　慶長18年1613　名古屋に移住（清州越し）6万人

８、木曽天領地の下付
・家康　築城後　元和元年1615、8　婚礼　春姫

9男の義直に　天領地を渡す（含　和漢貴重本）
秀吉の時代　良質のヒノキは京阪神　家康の時代　江
戸
義直の時代　熱田、尾張、知多

９、宮の渡し（七里の渡し）
・元和2年1616　・運行管理　熱田奉行
・船の保有数 35〜53名乗り75隻　・運行時間 6〜18時
・船の従事者　東脇浦、大瀬子浦、須賀浦の成人男子各

120名　計360名
・勤務体制　1ケ月30日　10日勤務　20日休暇
　坂本龍馬　海援隊
・7里　4時間　満潮　　10里　6時間　干潮
・安全確保　常夜灯　犬山2代城主　成瀬正房
　　　　　　　　　　寛永2年1625
　　　　　　　　　　熱田神宮に1500坪の田畑　
　　　　　　時の鐘　尾張徳川2代藩主　光友　城下　
　　　　　　　　　　櫻天神　宮　蔵福寺
　　　　　　　　　　延宝4年1676　線香部屋　6時間　

　　　　　　　　　12時間　鐘突職　3名
　　　　　　　　　　明け六つ（卯の刻）
　　　　　　　　　　暮六つ（酉の刻）　
・東浜御殿　3000坪　寛永11年1634　初代義直　天皇、

勅使
・西浜御殿　1400坪　承応　3年1654　2代光友　大名、

幕臣
10、新田開拓

・熱田新田　尾張藩初代　義直公　正保3年1646
・船方新田　延宝3年1675　渡し船の従事者　360名
・熱田前新田　寛政12年1800
・熱田築地前新田　天保18年1837

●第６回理事会（平成29年12月20日（水）例会終了後
　ウェスティンナゴヤキャッスル）
・下半期会費の件
・上村君、安井隆豊君、川中君、大森君退会の件
・その他

●１月度誕生日祝福
　　　　会　　員　　　　　　　　ご 夫 人
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　慶長16年1611　6.1　　6.6〜9.30　1年3ケ月
　延長6.3㎞　幅63〜87ｍ　水深1.8ｍ　1日8千〜1万人
・貯木場完成　　福島正則左衛門大夫　太夫堀

７、名古屋城
・ほぼ完成　慶長17年1612　清州から名古屋へ（名古屋

越し）
　慶長18年1613　名古屋に移住（清州越し）6万人

８、木曽天領地の下付
・家康　築城後　元和元年1615、8　婚礼　春姫

9男の義直に　天領地を渡す（含　和漢貴重本）
秀吉の時代　良質のヒノキは京阪神　家康の時代　江
戸
義直の時代　熱田、尾張、知多

９、宮の渡し（七里の渡し）
・元和2年1616　・運行管理　熱田奉行
・船の保有数 35〜53名乗り75隻　・運行時間 6〜18時
・船の従事者　東脇浦、大瀬子浦、須賀浦の成人男子各

120名　計360名
・勤務体制　1ケ月30日　10日勤務　20日休暇
　坂本龍馬　海援隊
・7里　4時間　満潮　　10里　6時間　干潮
・安全確保　常夜灯　犬山2代城主　成瀬正房
　　　　　　　　　　寛永2年1625
　　　　　　　　　　熱田神宮に1500坪の田畑　
　　　　　　時の鐘　尾張徳川2代藩主　光友　城下　
　　　　　　　　　　櫻天神　宮　蔵福寺
　　　　　　　　　　延宝4年1676　線香部屋　6時間　

　　　　　　　　　12時間　鐘突職　3名
　　　　　　　　　　明け六つ（卯の刻）
　　　　　　　　　　暮六つ（酉の刻）　
・東浜御殿　3000坪　寛永11年1634　初代義直　天皇、

勅使
・西浜御殿　1400坪　承応　3年1654　2代光友　大名、

幕臣
10、新田開拓

・熱田新田　尾張藩初代　義直公　正保3年1646
・船方新田　延宝3年1675　渡し船の従事者　360名
・熱田前新田　寛政12年1800
・熱田築地前新田　天保18年1837

●第６回理事会（平成29年12月20日（水）例会終了後
　ウェスティンナゴヤキャッスル）
・下半期会費の件
・上村君、安井隆豊君、川中君、大森君退会の件
・その他

●１月度誕生日祝福
　　　　会　　員　　　　　　　　ご 夫 人

○このウィクリーは再生紙を使用しております。

例会 月日 今後の予定

第2204回
愛知県振興部航空対策課
課長　坂田一亮氏

「あいち航空宇ミュージアムについて」
1.10

第2205回
新春夜間例会　18：00〜
ウェスティンナゴヤキャッスル

（お昼の例会はございません）
1.17

田尻幹夫　君
渡邉泰幸　君
小池康資　君
槇野智之　君
須賀邦一郎　君
蜂須賀太郎　君
天野清美　君
天野俶明　君
岩田玄知　君
谷　喜久郎　君

（１月２日）

（１月３日）

（１月８日）

（１月８日）

（１月８日）

（１月18日）

（１月20日）

（１月21日）

（１月26日）

（１月27日）

天野俶明　夫人
蜂須賀太郎　夫人
倉本　徹　夫人
小松佳史　夫人
中条忠直　夫人
夏目　稔　夫人
山原茂光　夫人
上野山　進　夫人
山下寛高　夫人
今井明雄　夫人

（１月２日）

（１月２日）

（１月２日）

（１月４日）

（１月８日）

（１月10日）

（１月10日）

（１月13日）

（１月19日）

（１月31日）


